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　１９回目となる「ボルダージャパンカップ ２０２４（ＢＪＣ

２０２４）」が２月１０日（金）〜 １２日（月・祝）に佐賀県立

多久高等学校内に建設された「九州クライミングベース

SAGA」で開催されました。九州でのＢＪＣ開催は２０１２

年の第７回長崎大会以来１２年ぶりということになりま

す。

　今大会での競技施設は今年佐賀県で開催される「国

民スポーツ大会 SAGA２０２４」に向けて昨秋に満を持して

オープンしたスポーツクライミング競技施設ということ

もあり、佐賀県とJMSCAとの共催というかたちで開催

されました。

【開催概要】
大会名：	ボルダージャパンカップ	２０２４

期　日：	男子予選	２０２４年２月１０日（土）

	 男子準決勝・女子予選	２０２４年２月１１日（日）

	 女子準決勝・男女決勝	２０２４年２月１２日（月・祝）

会　場：	九州クライミングベースSAGA

来場者数：

【競　技】
●男　子
　第１課題は緩傾斜での横っ飛びランジからスタート

する課題。２０２３ 年ボールダーワールドカップ年間王者

の安楽宙斗選手や通谷律選手の一撃を含め４選手が完

登する展開の中、昨年優勝の楢﨑明智、パリ代表を決

めている楢﨑智亜選手が完登を逃す。第２課題は強傾

斜の中に様々な動きの要素が凝縮した課題。楢﨑智亜

選手と緒方良行選手が１トライ目でゾーンを止める

ものの完登には至らず完登者なしとなった。第３課題

は繊細な動きの中に思い切りが求められるスラブ課

題。スラブが得意な選手たちがゾーンを獲得できない

中、緒方選手が６トライ目で完登を決めリード、楢﨑

明智、智亜選手も少ないトライ数で完登し緒方に続い

た。最終課題は藤脇、楢﨑兄弟の３選手が少ないトラ

イ数で完登すれば逆転できる可能性を残したままス

タート。大きなマクロホールドがアンダーの向きでシ

ンプルに配置されたパワフルな課題。３選手共に１ト

ライ目からゾーンを獲得し、逆転優勝に肉薄するもの

の完登を逃し、緒方選手の優勝が決まった。長年トッ

プ選手として活躍し、ボルダーワールドカップ優勝な

ど輝かしい戦歴をもつ緒方選手であるがＢＪＣでの初

優勝を地元九州開催の大会で達成した。

●女　子
　第１課題は緩傾斜にスローピーなマクロとカチホー

ルドが散りばめられた課題。森秋彩、野中生萌、伊藤

ふたば、中村真緒の４選手が一撃を決めて一歩リー

ド。第２課題は強傾斜をフックなどを駆使し登り、Ｔ

ＯＰへの一手は爆発力が必要な課題。ここで予選、準

決勝と１位をキープしてきた中村選手が３度のトライ

でもＴＯＰを保持しきれず完登を逃す。第３課題は出

だしでパワフルな動きも必要なスラブ課題。４人目の

伊藤選手までゾーンまでしか進むことかできない重苦

しい空気感が漂う中、松藤藍夢選手が迷いのない足捌

きでするすると進み一撃を決め、続く中村選手も続き

優勝争いに踏みとどまった。５人に優勝の可能性が残

大会副実行委員長　藤枝隆介

ボ ルダージャパンカップ２０２４ 開催レポート
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る大激戦の中で迎えた最終課題は初手からの飛距離も

必要となるコーディネーション課題。野中選手が２ト

ライで完登し優勝への望みをつなぐ中、最後に登場し

た中村選手も２トライ目でギリギリの完登を決め、全

ラウンド首位での初優勝を決めた。

【大会運営】
　ＢＪＣは当協会の主催する大会の中で最も注目度の

高い大会でありながら、昨年から続くコンパクトな大

会運営に最大限配慮しつつも期待されている大会のク

オリティをいか担保するかということが今回最も重要

なテーマでした。ここ数年のＢＪＣとは異なり既存の

競技壁を用いることで壁建ての予算は掛かりませんで

したが、屋外ということもあり天候対策を万全にすれ

ば経費は嵩み、もし当日の天候が穏やかであれば無駄

となる什器などが多く計上されることもあり、事前の

準備には頭を悩ませました。演出系の支出などは最低

限としつつも、初開催の会場で現場に入ってからの支

出の増加があることを想定し、これまでであれば業者

に依頼していた作業を出来るだけインハウスで行うこ

とでコンパクト化を進めました。

　結果的に目標は最低限達成できましたが、一部のス

タッフや選手なには大きな負担を強いることとなって

しまったことは反省点として認識しています。

　また、九州とはいえ寒さが予想される屋外での競技

実施に関しては開催前から多くの懸念が想定されまし

た。

　特に選手及びトレーナーで ６０ 人を超える人員を収

容できるアイソレーション施設を有していないため、

大型テントでの対応を当初考えていましたが、建築確

認申請及び予算面で断念し、リード壁周囲をアイソ

レーションエリアとすることとなり寒さだけではなく

雨への対策も難易度の高い状況での開催となりまし

た。

　これらに対しては各所に暖をとることのできるテン

トを配置し、２０ 台を超える大型灯油ストーブを設置す

ることで対応しましたが、寒さ・雨対策としては万全

とはいかなかったと思います。

　さらに会場北方に位置する天山からの吹き下ろしに

よる強風と水捌けの悪い粘土質の土壌による水たまり

やぬかるみ等、直接的な競技運営以外の面で配慮しな

くてはならないことが多く発生し悩まされました。こ

れらは今後同会場での開催時に克服していきたいと考

えています。

【その他】
　今大会では「地域ｘスポーツ産業」でビジネス創出

を目指すプログラム「SPORTS OPEN INNOVATION 

BUISINESS BUILD KYUSYU」の一環として「SAGA クラ

イミングフェスタ ２０２４」も同時開催されました。キッ

中村真緒選手

緒方良行選手
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チンカーの出店をはじめとし、ボルダーやＶＲドライ

ビング、テントサウナの体験会、地元名産品の物販な

どで賑わいをみせていました。地方開催の大会ではこ

れまで集客で苦戦することも多かったにも関わらず、

今大会では最終日には約 １,０００ 名の観客で大いに盛り

上がりを見せ、こういったイベントが現状を打開する

一つのロールモデルになりうると実感しました。

　そのような状況の中、大会自体は大きなトラブルも

なく終了し、競技の盛り上がりと共に非常に印象の残

る大会となりました。

　無事大会が終了したのは、国スポに向けて着々と準

備を進める佐賀山岳・スポーツクライミング連盟をは

じめとして、それをサポートする九州近隣の岳連の皆

様、そしていつも大会を支えてくださる競技役員の皆

様のサポートがあってこそだと思います。改めて感謝

申し上げます。

【佐賀県山岳・スポーツクライミング連盟 会長  宮原敏
明】
　今回、佐賀県多久市でボルダージャパンカップ ２０２４

が開催できたことは、我々県民にとっても大きな第一

歩でした。２０２４ 年はこれまでの国民体育大会から国民

スポーツ大会に代わる最初の年になります。それを佐

賀県で開催することは、大きな栄誉で誇らしいもので

ありますが、同時に国スポでは一部新しいルールのも

とでの大会となり、不安要素も多くありました。

　本大会の前にリハーサル大会を開催することで、そ

の時点での問題点を本大会に向け改善していくつもり

でしたが、今回のＢＪＣを開催したことで、ボルダー

棟の前の水はけの悪さ、選手の試技を録画するカメラ

の位置など、紙上ではわからなかった問題点があげら

れ、我々連盟だけでなく、国スポを運営する多久市実

行委員会の皆様と検証できたことは、大きな収穫でし

た。次に開催されるリードジャパンカップにおいても

問題点が浮上すると思われるので、６月のリハーサル

大会、１０ 月の本大会にむけ、しっかり準備していきた

いと思っています。

　ボルダー施設の概要ですが、高さ５ｍ、幅 ３０ ｍ内に

様々な課題を構成することができ、ボルダーでの練習

不足が大きな課題であった我々にとって、待ち望んで

いた施設になりました。佐賀県から樋口純裕、中上太

斗、通谷律、通谷結太の男子４人、大河内芹香、樋口結

花、梶絢香の女子３人が出場しました。男子は、通谷

律が予選６位、準決勝２位、決勝５位と持っている力

を十分に発揮してくれました。女子は、大河内芹香が

予選 １２ 位で、準決勝でも果敢にトライしていたがいつ

もの力が振るわず、２６ 位でした。この７人もＬＪＣに

向け、しっかり準備していくことで、それらが国民ス

ポーツ大会の成績につながっていくと信じています。

男子３名の表彰台 女子３名の表彰台
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　２月１８日（日）に富山県黒部市の宇奈月スノーパーク

で、第１７回 SKIMO（山岳スキー競技）日本選手権 黒部・

宇奈月温泉大会が開催された。

　今年からはインディビジュアル競技のみの開催とな

り、オリンピック種目のスプリント競技、ミックスリレー

競技の選手選考タイムトライアルが３月に白馬八方ス

キー場での開催となる。

　昨年は雪不足の心配から一転、大会期間中に大雪に

見舞われ、コース設営に一苦労した記憶が蘇る。

　今年も雪不足の中、大会二日前に雨に見舞われ、更に

は気温も上がり、大会までコースの雪がもつのか、大会

スタッフ一同、ヒヤヒヤしながら大会当日を迎える。

　出走した選手は全カテゴリ男女合わせて３６名。また、

韓国のナショナルチームからジュニア男子１名、ユース

男子１名、シニア女子１名、コーチ１名の４名が参加した。

　今大会の注目選手は、男子から、日本選手権３連覇中

の島徳太郎選手、昨年２位で日本選手権で複数回優勝

経験のある藤川健選手、ワールドカップに参戦中の小寺

教夫選手、ＭＴＢ国内トップクラスの２選手、宮津旭選

手、平林安里選手の５人の選手。

　女子は、昨年本大会優勝の田中友理恵選手、ワールド

カップ参戦中の臼井夏海選手の２人。

　宇奈月温泉街の中心地でスタートを切った選手達は、

スキーを背負ってスキー場へ繋がる林道へと駆け上が

り、最初のトランジットエリアからスキーを履きスキー

場へシール登行で進んで行く。

　スキー場へ出ると、そこからは非圧雪の斜面を登っ

て、滑ってを繰り返すループコース設定となっている。

　大会当日は天候に恵まれたが、気温が上昇し、選手に

は厳しいコンディションとなった。

　シニア男子では、これまで第１４回大会から日本選手

権を三連覇している島徳太郎選手が終始トップを快走、

ＭＴＢ日本代表選手の２人、宮津旭選手、平林安里選手

が後を追うレース展開となった。

　今年はワールドカップ転戦で実力をつけた島徳太郎

選手が後続の追随を許さず、見事に優勝、四連覇を果た

した。

　シニア女子は昨年に続き、田中友理恵選手が他を寄

せ付けず優勝し、二連覇を飾った。

　田中友理恵選手は、元バイアスロンのオリンピック出

場選手であり、昨年からSKIMOへ本格参戦し、初年度

で日本選手権を制覇した実力の持ち主である。

　優勝した島徳太郎選手と田中友理恵選手は、日本選

手権前のワールドカップ第４戦 スイス大会のミックス

リレー競技でペアを組み、Ａ決勝で８位の好成績を出

し、世界との差を着実に縮めている。

　３月１７日（日）は、場所を白馬八方尾根スキー場へ移

し、スプリント競技の日本選手権が開催される。前日の

１６日（土）は、ミックスリレー競技の代表選手選考のタ

イムトライアルも実施される。２０２６年ミラノ・コルティ

ナダンペッツォオリンピックへ参加するための最終選

考会となるため、熱い闘いとなるだろう。

　大会前に雪がもう一降りすることを祈るばかりである。

　日本選手権 インディビジュアルのリザルト詳細は以

下の通り。

シニア男子
優勝 島　徳太郎
２位 宮津　　旭
３位 平林　安里

シニア女子
優勝 田中　友理恵
２位 臼井　夏海
３位 堀部　倫子

ジュニア男子（Ｕ２０） 優勝 滝澤　　漣

ユース男子（Ｕ１８）
優勝 笹川　勇太
２位 JAEWON JUNG（韓国）
３位 藤井　駿杜

ユース女子（Ｕ１８） 優勝 田邉　美藍
（文・写真：SKIMO委員会　広報担当　鈴木淳平）

SKIMO 第17回 SKIMO（山岳スキー競技） 日本選手権 黒部・宇奈月温泉大会

▲非圧雪斜面の登行 ▲トランジット後の島徳太郎選手 ▲トランジット中の田中友理恵選手 ▲ゴールの田邉美藍選手

シニア男子 シニア女子 ユース女子（Ｕ１８）
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　３月１６日（土）、１７日（日）の両日、長野県白馬村の

白馬八方尾根スキー場の名木山ゲレンデにて第１７回 

SKIMO（山岳スキー競技） 日本選手権 白馬大会が開催

された。

　先月の宇奈月温泉大会同様、ゲレンデの積雪が少な

く、大会の４日前に開催ゲレンデが決定するという、大

変慌ただしい状況であった。

　今大会は、２０２６年にイタリアで開催されるミラノ・コ

ルティナダンペッツォ冬季オリンピックの新種目となる

スプリント、ミックスリレーが競技種目となる。

　２０２６ 年冬季オリンピックの選手選考は、２０２４−２５年

シーズンの世界選手権とワールドカップの成績が基準

になる。つまり、今大会で日本代表の資格を得ることが、

まさにオリンピックに向けた第一歩となる。

　１６日（土）は、ミックスリレーの日本代表（２０２４−２５

年シーズンの強化指定選手）を決める選考タイムトライ

アルレースが実施された。

　ミックスリレーのコースは、① ７０ｍの高度をスキー

登坂、②シールを剥がして７０ｍの高度を滑走、③シー

ルを装着してダイヤモンドの形状で仕切られたコース

をスキー登坂、④スキーを担いでツボ足登坂、⑤再度

スキーを装着して登坂、⑥二度目の７０ｍの高度を滑走、

⑦ゴール手前でスキーにシールを装着し滑走してゴー

ルする流れとなる。

　選手は３０ 秒間隔で１人ずつスタート、シニア男子１３

名、シニア女子７名、ユース（Ｕ１８）男子３名、合計 ２３

名の選手がタイムトライアルに挑んだ。

　シニア男子は、島徳太郎選手が８分 ４１秒３４でトップ

となり、２位、３位には国内トップクラスのＭＴＢライ

ダーである平林安里（アリ）選手、宮津旭選手が続いた。

　シニア女子は、田中友理恵選手が９分 ４６ 秒３８でトッ

プとなり、２位に滝澤空良（ソラ）選手、３位に臼井夏海

選手が入った。

　また、ユース（Ｕ１８）男子では、地元白馬の笹川勇太

選手がトップでゴールした。

　シニア男子の島選手、シニア女子の田中選手、滝澤選

手の３名は、今シーズンのワールドカップで既に強化指

定の資格を獲得しており、今大会でシニア男子の平林

選手、宮津選手、シニア女子の臼井選手の３名が ２０２４

−２５年シーズンの強化指定の資格を新たに獲得した。

　翌１７日（日）は、スプリント競技が開催された。

　当日は気温が上昇し、コース内の雪がみるみる溶け出

し、レース中にもコース内に雪入れをしながらの運営を

余儀なくされた。

　スプリント競技のコースは、前日に開催されたミック

スリレータイムトライアルのコースから①のスキー登

坂の部分と②のスキー滑走、⑦のゴール手前でのスキー

へのシール装着が割愛されて実施された。

　競技は、予選、準決勝（シニア男子のみ）、決勝とタイ

ム着順の勝ち残りで争われる。

　予選は一人ずつ２０ 秒間隔でスタート。シニア男子は、

予選の１２ 位までが準決勝へ進出し、準決勝は６名ずつ

２組のレースが実施され、各組の上位２位までと、２組

の３位以下でタイム上位２名を加えた６名が決勝へ進

出し、勝敗を決める。つまり、予選から決勝までは３レー

スを戦うことになる。

　シニア女子は予選の６位までが決勝へ進出できるた

め、２レースを戦って勝敗を決める。

　レースはシニア女子の決勝から実施され、次いでシニ

ア男子の決勝が行われた。

　シニア女子の決勝は６名中５名が今シーズン、ワール

ドカップに参戦した選手での戦いとなった。

　ダイヤモンドで仕切られたコースをスキー登坂して

いく選手達の差が徐々に開き始め、ツボ足セクションに

SKIMO 第17回 SKIMO（山岳スキー競技） 日本選手権 白馬大会

▲シニア男子決勝　ツボ足セクション　2位〜 4位の争い ▲シニア女子　ツボ足セクションでの激闘
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到着した時は田中友理恵選手がリードし、次いで滝澤

空良選手と臼井夏海選手が２位、３位争いをする展開と

なった。

　最後のスキー滑走に入った時点で田中友理恵選手が

後続に差を広げ、昨シーズンに続き、２年連続の優勝と

なった。

　２位、３位争いは最後の滑走までもつれ、４つ目の旗

門で背後からインコースを刺した滝澤選手が臼井選手

を交わして昨年同様２位、臼井選手が初の表彰台３位と

なった。

　シニア男子の決勝は、今シーズン、ワールドカップに

参戦している島選手、遠藤選手、小寺選手の３名が順当

に勝ち残り、国内トップクラスのＭＴＢライダー平林選

手、宮津選手の２名がどこまで食い込めるのかが見所で

あった。

　スタートは予選、準決勝共にトップタイムでゴールし

ている島選手が勢い良くスタートダッシュを決めたか

に思えたが、明らかなフライングとなり、波乱のスター

トとなった。

　ペナルティ １５秒のタイム差を縮めるべく、島選手は最

初から猛プッシュで２位以下の後続を引き離しに行く。

　２位から４位までは、平林選手、宮津選手、遠藤選手

の３人での争いとなった。

　島選手はそのまま逃げ切りトップでゴール、後続との

タイム差がどうなるのか喜べないゴールである。

　シニア女子同様、２位、３位争いは最後の滑走までも

つれ、遠藤選手を平林選手が追う昨年と全く同様の展

開となる。

　昨年は遠藤選手が０．１５秒差で逃げ切り２位を死守し

たが、今年は滑走終盤まで遠藤選手が先行するも最終

旗門でスピードダウン、地元白馬でアルペン競技の経験

がある平林選手は最後の旗門を通過してからのスピー

ドが伸び遠藤選手を捉えて逆転、０．３８ 秒の僅差で２位

となり、昨年の雪辱を果たした。

　気になる１位と２位のタイム差は１９．８５ 秒差となり、

ペナルティ １５ 秒を加算しても４．８５ 秒差で島選手が見

事３連覇を飾った。

　また、ジュニア（Ｕ２０）男子は滝澤漣選手、ユース（Ｕ

１８）男子は笹川勇太選手、ユース（Ｕ１８）女子は田邉美

藍選手が優勝を飾った。

（文・写真：SKIMO委員会　広報担当　鈴木淳平）

▲シニア男子決勝　リードする島選手

▲シニア女子決勝　熾烈な2位3位争い▲シニア男子決勝　2位〜 4位の滑走 ▲シニア女子決勝　2位から4位までの滑走

▲シニア女子決勝　リードする田中選手

▲シニア男子決勝
　ツボ足で駆け上がるトップ島選手

▲

シニア女子決勝
　トップを滑走する田中選手

　本大会において、大会実行委員会の不手際により、ペナルティ
を旧ルールの２０秒で加算し、スプリント競技において平林選
手を優勝、島選手を２位で表彰し、大会を終了した。
　しかしながら、大会終了後、新ルールでペナルティが１５秒で
あることが判明し、島選手を優勝、平林選手を２位と順位を訂
正した。（シニア男子の１３位と１４位の選手も入れ替わった。）
　当該選手をはじめ選手の皆様ならびに関係者各位に対し、深
くお詫びを申し上げますと共に、今後、このような事態が発生
しないよう、再発防止に努める所存です。

〈お詫びと訂正〉〈お詫びと訂正〉
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群馬県開催 令和５年度 登山部指導委員会
Ａ級主任検定養成講習会、
上級指導員養成講習会報告
令和６年３月１６日（土）～１７日（日）

　群馬県谷川岳においてＡ級主任検定員養成講習会、

コーチ２養成講習会が群馬県谷川岳土合山の家周辺に

て開催された。

　Ａ級主任検定４名、コーチ２養成講習８名、講師３

名、群馬県スタッフ２名の　計１７名での開催となった。

　積雪が例年の半分以下の今年の谷川岳でしたが、数

日前に６０ センチくらい降雪があり何とか宿舎のすぐ近

くで実技講習ができました。

　群馬県山岳・スポーツ連盟様においては吉田会長な

らびに石橋指導委員長に事前準備からお手伝いいただ

きまして誠にありがとうございました。

以下に参加者の代表の感想を掲載いたします。

（指導委員会　野村）

（一社）京都府山岳連盟／京都趣味登山会　磯江節子
　３月１６ 〜 １７日、谷川岳麓で開催されたコーチ２養

成講習会に参加しました。初日の野村指導委員長によ

る氷雪技術の机上講習会では、ピッケル、アイゼンなど

各種ギアやロープの結び方の用語の統一、カラビナの

種類とその用途の違い、雪上歩行、耐風姿勢、滑落停止

など、まず氷雪技術の基本を忠実に抑えることを学び

ました。続いて、本郷講師による“ スタンディングアッ

クスビレイ（ＳＡＢ）” の模範実技がありました。雪上

での確保技術のひとつであるＳＡＢは、所属する山岳

会の雪上訓練で何度も練習してきた技術ですが、今回、

最新の技術をその根拠に基づいてしっかり習得できた

ことは大きな収穫でした。午後からは「土合山の家」に

近い雪の傾斜面に移動して実技講習へ。野村委員長か

らの質問に受講生が答える形で、雪上技術のポイント

をひとつずつ確認。また、秋山講師によるスノーピケッ

トや土嚢袋を使っての支点構築のデモンストレーショ

ンもありました。その後、全員で傾斜面をより滑りやす

くなるよう慣らしたうえで、一人ずつ滑落停止を実演。

自分自身が安全で確実な技術を正確にこなせるだけで

なく、相手が理解できるよういかに伝えるか。その指導

法の重要性を改めて実感しました。

　翌日の実技検定日、やや緊張した面持ちで前日の急

斜面に向かいました。最も重点的に評価の対象となっ

たのはＳＡＢの技術でした。前日に受講生同士ペアを

組んで何度も練習しましたが、滑落停止と同様、自分

がその技術をこなしながら「相手が解るように見せて

説明できる」ことが求められます。なぜここでブリッジ

プルージックを使うのか、ここではなぜオフセットＤ

の環付きビナを使わなければならないのか―。強固な

プラトー作りから制動確保、さらに仮固定・自己脱出

に至るまで、ＳＡＢにはロープワークやギアの選択な

ど、一つ一つの根拠を含めて重要な要素が凝縮されて

いると思いました。

　今回、このような貴重な学びと気づきの機会を得ら

れたこと、講師の皆様に心より感謝いたします。これか

らも自己研鑽に励み、安全登山の普及と技術の継承に

少しでも貢献できるよう努力していきたいと思います。

また、サポートしてくださった群馬県山岳連盟の皆様、

参加された受講生の皆様、大変お世話になりました。

ありがとうございました。

受 想感生講
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シャゲンゴロウの生息数の調査が行われ、報告会に参

加してきました。

　具体的には岐阜県側の夜叉ヶ池ボランティアパト

ロール運営協議会に参加し、山開き、登山上の注意やマ

ナーに対する啓蒙活動を実施してきました。池の周りに

はベンチも作られ、池に直接入ることはできません。初

めて訪れる人はマナーの厳しさに戸惑う方も居られま

すが、そうしないと自然環境は守れないのです。

　モットーは“マナーを守って気持ちよく登山を楽しん

でね”です。

岐阜県山岳連盟　自然保護委員長　門屋峰雄

　岐阜県は自然にあふれ、立山北アルプスを中心に富山

県、福井県、石川県にまたがる地域です。多くの自然環

境がある中で、長年にわたり係わってきたのが“夜叉ヶ

池”です。

　場所は岐阜県と福井県の境にあり、池は福井県側に

ありますが、登山道は両側にあり関西からは岐阜県側が

入山しやすく、数多くの入山者が入ります。

　“夜叉ヶ池”には国内希少野生動植物（絶滅危惧Ⅰ類）

に指定されたヤシャゲンゴロウが生息しています。もし

“池”に何かがあると、絶滅に直結するかもしれないと、

多くの入山者のマナーの問題も指摘され、平成の時にヤ

岐阜県山岳連盟自然保護委員会のSDGSな活動

寄贈図書
（株）山と渓谷社 「ROCK&SNOW」103 spring issue mar.2024 情報誌
日本山岳写真協会 「日本山岳写真協会ニュース」2・3月号 第510号 会 報
特定非営利活動法人日本トレーニング指導者協会「JATI EXPRESS」Vol.99 会 報

（株）日本運動具新報社 「スポーツ産業新報」第2426号、第2427号、第2428号 新 聞
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」第681号 会 報

（株）山と渓谷社 「新編 名もなき山へ 深田久弥随想選」 寄贈本
Corean Alpine Club 「산（山）」2024年2月号 Vol. 283号 会 報
Corean Alpine Club 「한국산악」2023年 第43冊 寄贈本

（公財）健康・体力づくり事業財団 「健康づくり」No. 551 会 報
（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」No.409 会 報
（公財）日本スポーツ協会 「Sport Japan」vol.72 情報誌
（株）山と渓谷社 「山と渓谷」2024 4月号 №1075、別冊付録 台湾山岳案内 情報誌
(公財）日本スポーツ協会 「JSPOスポーツニュース」Vol.157、「JSPOフェアプレーニュース」Vol.157 会 報
(公社)日本山岳会山梨支部 「甲斐山岳 2024年3月」 第15号 会 報
認定NPO法人 富士山測候所を活用する会 第17回成果報告会 講演予稿集 会 報

立山・剱岳方面遭難対策協議会事務局 山岳遭難白書「令和5年 試練と憧れ」第40号 会 報
独立行政法人日本スポーツ振興センター HPSCニュースレター 2024（Vol.39） 会 報
日本スポーツ芸術協会 「Sport Art 2024」March 2024 会 報
新潟県山岳協会 「新山協ニュース」第371号 会 報
おいらく山岳会 「山行手帖」No.772’24.4 会 報
(公財)日本ゲートボール連合 「ゲートボールNavi」2023年度号 Mar.2024 会 報
東京野歩路会 「山嶺」Vol.101 No.1129 会 報
中華民国山岳協会 「中華山岳」季刊 295 会 報
大阪府立体育会館 「季刊 府立体育会館」No.148 会 報

（公社）日本山岳会 「山」2024年（令和6年）3月号 No.946 会 報
京都府スポーツ協会 スポーツ時報 第141号 2024.3 新 聞

（一社）日本スポーツマンクラブ財団 日本スポーツマンクラブ財団会報 第177号 会 報
長野県山岳協会 「やまなみ」No.252 会 報
富山県山岳遭難対策協議会 「山巓」令和5年の山岳遭難防止活動 NO.33 会 報
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　４年前、パタゴニアで起こした事故の影響とその後のコ
ロナ渦により止まっていた海外ツアーだったが、２０２２年は
一気に３回も海外へ行った特別な年となった。当初は、以
前から温めていた春の「ネパールの沢」と、２０２１年の夏に富
士山測候所で働く仲間と勢いで決まった夏の「パキスタン
遠征」の２回の遠征を予定していた。復帰戦としてはこの２
つ遠征で十分だったと思うのだが、２０２１年秋に突然決まっ
たユタツアーが追加されることとなったのだった。
　２０２１月１１月１１日。前日にオンサイトした現人神のクラッ
ク限定バージョン５．１２ｄをトライした。早朝にもかかわら
ず、北平さんが今日もビレイを引き受けてくれた。２０１９年
の怪我以降、まともなトレーニングをしていない状態で自
信なかったのだがかなり被ったシンハンド〜タイトハンド
と言う得意系のクライミングだったこともあり一回で完登
を決めることが出来た。
　気分よく地上に降りて、仲間と楽しく語らう。長時間空中
ユマール状態で待機し撮影してくれたカメラマンの高柳傑
も一緒だ。
　完登直後、仲間と気分よく語らい私は少し勘違いしたの
だった。「俺って、まだ結構イケてるかも」勘違いかつ元来
のポジティブ思考　により、「頑張ればセンチュリークラッ
クも登れるんじゃないか」と思ってしまったのだった。
　超ワイド好きで、日本人として最も難しい高難度ワイド
を登っていた北平さん。彼が随分前からセンチュリーク
ラックを狙っている話は知っていた。コロナ渦で渡航が厳
しかったこともあり延期が続いていたが、「今年は是が非で
もトライする。行かなかったら気が狂う」と少し前に直接聞
いていたのだった。事故前（４年前）は、センチュリークラッ
クもやってみたいなと漠然とではあるが思っていた私は隣
に座っているワイド好きクライマーに言ってみた。
ゆーすけ「センチュリークラックのツアーって俺も混ぜても
らっても大丈夫かな？」
北平「勿論じゃないですか！大歓迎です。是非、一緒にやり
ましょう。」
ゆーすけ「ヨシッ、じゃあトレーニングしないとなあ」
　と言う訳で、年３度目となる海外ツアーが決まったのだっ
た。いつもワタクシ即決なのだ。「だから勝機を掴めるの
だ！」と言いたい所だけど、失敗も多々あるわけで。。。この
件も、いつ嫁さんに話そうかなと少しドキドキしながら決
めてしまったのだった。
　結論から言うと、やはりこの行き当たりばったり的な決定
は失敗だったと言えるかもしれない。最高に楽しく充実し
たユタクライミングツアーだったのだから、結果的には私
にとって大正解だったとある意味思ってるけど、この時に
思い描いていたのは「世界最難のワイドクラックを登るツ
アー」だった。当然ながらこの瞬間私が狙っていたのは「世

界最難ワイド体験会」でなく完登を目指すツアー。結果を
見れば、今回のツアーではセンチュリークラックは登れな
かったし、私はまともなトライをするスタート地点にも立て
ていなかったと言えます。端的に言うとトレーニングが全
く足りてなかった。一番の原因はそれに賭ける情熱が足り
なかった。北平さんも完登には至らなかったけど、良いトラ
イが出来たと感じた。彼の情熱は素晴らしく次のトライに
向けてトレーニングを継続していることでしょう。
　あの時一瞬でツアーを決めた私は、実はどこかで「何か
違うかも」と気が付いていたのかもしれない。
　世界最難の冠が付いた「センチュリークラック」の完登を
目指してトレーニングする。
　これって事故前のマインドならスンナリと受け入れてい
た課題だっただろうけど、「これからは楽しい事しかやらな
い」と決めたはずの基本方針とあまりにも違い過ぎる。数値
や他人と比べずに自分が本当にやりたいことをするはずな
のに、いきなり世界最難かよ！ってことですね。
　ワイドボーイズがフリー初登を決めた１０年程前。ニュー
スを画像や映像と共に見て、単純に巨大ルーフに走るワイ
ドクラックはカッコ良かったし、その難しいワイドクラック
を登ってみたいと思ったのは確か。しかし、その当時の私が
世界最難ワイドという響きに吸い寄せられていたのも事実
だと思うのだ。
　一応、捕捉しておくと、困難や世界に認められるような
トライを目指すこと。例えば今回の分かりやすい「世界最
難」ワイドを目指すことに意味がないと思っているのでは
勿論無い。今はそういうマインドでは無いけど、昔はそう
いう時 代 が 私には
あった。困難を目指
してトレーニングを
継続し、様々なトラ
イを積み重ねていっ
た経験が今の私の
力になっているはず
だ。私にはそうやっ
てクライミングに取
り組 む時 間も必 要
だったんだと思う。
　しかし、今はその
流れからは距離を置
き、少し落ち着いて
人生の旅を続けよう
と思っています。

Enjoy Climbing 佐藤  裕介

2022ユタツアー前編（世界最難ワイドクラック体験会）

※シンハンド　　 手指の第三関節は入るが手のひら全体は入らないクラック。
難しいジャミングになることが多い。 

※タイトハンド　手のひら全体がギリギリ入るクラック。

センチュリークラックへの
トライは1日半ほど。私に
とっては「世界最難ワイド
体験会」となってしまった。
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令和５年度
全国理事長会議報告

〇日　時：令和６年（２０２４年）２月１０日（土）
　　　　　１０：００ ～ １７：００
〇場　所： JＳＯＳビル３Ｆ 第一会議室と

Webのハイブリッド会議
１．開　会
（１）丸会長挨拶
　２０２３ 年に一番登られた山は、大分県沓
掛山で、都道府県の中では、沖縄県と千葉
県とのことでした。一方、遭難件数も多く、
我々がやるべきことは、遭難件数減に向け
ての活動と思います。本日は、連休初日に
も関わらず、全国理事長会議にご参加いた
だきありがとうございます。コミュニケー
ションを、少しでも改善できればと思い、
このような場を持ちました。よろしくお願
いします。
（２）出席者確認
出席者（役員、委員長）

※印は対面、他はオンライン出席
丸誠一郎会長※、蛭田伸一副会長※、吉田春
彦副会長、山本譲副会長、町田幸男常務理
事※、古賀英年常務理事※、小野寺斉専務理
事※、赤尾浩一事務局長※、望月啓治常務理
事※、
栗田季慎子・安井博志各常務理事、前田善
彦※、野村善弥※、山口純子※、小髙令子※、
佐藤建・中島隆之・中橋沙羅・水村信二の
各理事、古屋寿隆※、佐久間務※の各監事、
松本光顕委員長、萩原崇宏顧問弁護士
◯欠席役員・委員長：飛松好子副会長、濱
田豪常務理事、小田部拓・小日向徹・島田
邦昭・杉本怜・西谷善子・畑中渉・樋口義朗・
平田信也各理事、服巻辰則・谷口浩平・
岩崎洋・青山千影・百瀬恭平・山本和幸・
恒石直和・角田元・西原斗司男・宮澤克明・
稲村彰映・樋口拓哉・藤江理枝各委員長
出席者（都道府県理事長（含代理）、高体連
登山専門部）
明田通世（北海道）、四戸義継（青森）、小野
寺修（岩手）、大槻聡（宮城）、浦山沢樹（秋
田）、井上邦彦（山形）、渡辺敏夫（福島）、
中沢隆一（茨城）、芳賀真治（栃木）、天野賢
一（埼玉）、蛭田伸一（千葉）（役員）※、廣川
健太郎（代理　東京）、伊藤靖雄（神奈川）、
望月啓治（山梨）（役員）※、今井浩二（新潟）、
河竹康之（長野）、開澤浩義（富山）、宇都宮
里志（石川）、桝田靖憲（福井）※、木ノ内高
嘉（静岡）、北村憲彦（愛知）※、草川明（三重）、
水谷嘉宏（岐阜）、片岡幸一（滋賀）、石田英
行（大阪）※、難波悌次郎（兵庫）、前田善彦

（奈良）（役員）※、白子欽也（和歌山）、渡辺
公二（鳥取）※、山崎裕晶（岡山）、豊田和司

（広島）、鹿野慶行（山口）、明上邦彦（香川）、
椎野彰浩（徳島）、武田豊明（愛媛）、福永幹
郎（高知）、山上司（福岡）、前川文雄（長崎）、
松井清明（熊本）、新原祐治（宮崎）、岩本郁
夫（鹿児島）、田場典淳（沖縄）、佐橋秀男（高
体連）
◯欠席理事長：佐藤光由（群馬）、加藤宗利

（京都）、富田一志（島根）、武末良樹（佐賀）、
石川明徳（大分）

◦ 不信感が私のせいになるとのことであ
り、信を問いたい。

◦ 今はその話をする時期ではない。
◦ 同意見である。辞任と基金は別、バー

ターではない。
議長
◦ 辞任することは、今までおこなって来た

ことを次の人が行う様になるのである
が、それは簡単ではない。４７ 都道府県に
対しても不信感を増長することになる。

◦ 今の説明はよく分からない。今後につい
ては回答していない。顧問参与会も同じ
だった。説明が漠然としている。

議長
採決１
　一定の時期（例えば３月）まで基金が集
まるまで理事全員が協力する。その後４月
に臨時総会を実施することを前提とするこ
とにつき採決し、以下のとうりとなった。
　総数 ２２ 名、賛成 ２１ 名、反対１名（樋口理
事）、欠席７。
　しかし、その後以下の意見が出た。
◦ ６月前に決算結果も出ないのに４月中に

臨時総会を開くと言ってよいのか。又、
改善策をどうするか。当時の競技委員長
を推薦した任命責任が出てくる。

◦ 田中氏に対する連帯保証の問題もある。
◦ 理事全員辞任の意思表明をする方がよい

のではないか。
◦ 理事全員辞任の方向性（案）が出たので

採決を取り直した方がよい。
◦ また、４月に臨時総会で信を問うとのこ

とだが５月末日の決算結果をもって通常
総会に変更するという方が良いのではな
いかという意見がでたため以下の内容
で、採決を取り直すことになった。

採決２
　３月末までについて理事が一致団結して
運営にあたり、６月の定時総会において信
を問う。その方法については別途定めるこ
ととし、採決をとり以下のようになった。
　総数 ２１ 名、賛成 １８ 名、反対１名（樋口理
事）、２名棄権。
議 案第２号　取扱時期を一期、二期と分け
る案について

◦ 時期を分けざるを得ないと思う。一期は
３月末必須。

◦ 都道府県によっては５，６月の総会での
決議も考えられ、二期については４月以
降とする。詳細日程は別途定める。
議案第３号　岐阜県からの質問について
◦ 各質問について、事務局と財務委員会が

返答を担当する。
議 案第４号　長期／中期財政再建計画に
ついて財政再建は誰が行うのか。

　財務委員会、事務局で案を作り、理事会
の一週間程度前に提出する。
その他
◦ 「田中顧問卒寿の会」は延期になった。開

催日程は顧問参与有志と丸会長が今後再
度取り纏めることになった。

以上
２０２４年（令和６年）１月１７日記録  小野寺　斉

〇日　時：令和６年１月１７日（木）
　　　　　８時～ ２０時１５ 分
〇場　所： ＪＳＯＳビル３Ｆ会議室５（１２

人部屋）又はZoom
○出席者：丸会長、蛭田、飛松、山本、吉田
各副会長、小野寺専務理事、古賀、町田、
望月　栗田、安井　各常務理事、小高、佐
藤、中島、中橋、野村、畑中、樋口、前田、水
村、小田部（途中退席）、平田　各理事、古
屋、
佐久間監事、オブザーバー百瀬競技委員長
○欠席者　赤尾事務局長、濱田常務理事、
山口、小日向、西谷、島田、杉本理事

１．開　会
２．会長挨拶
　お忙しい中お集まりいただき有難う御座
います。問題の多くは私に責任があります。
１つ１つ解決していきたいと思います。
　本日も宜しくお願いします。
３．会議成立状況報告
　 理事数 ２９ 名中 ２２ 名出席、監事数２名中

２名出席（定款第３３条、定足数＝１５名（過
半数以上））
４．議長選出
　丸会長が議長をつとめる（定款第 ３２ 条）
５．議事録署名人
　会長及び監事（定款
６．議　題
議案第１号　基金設置について
　基金設置に関し望月常務理事が、正会員
に対し経緯の説明をする内容の説明を行っ
た。以下の様な指摘があり追加や修正をす
る事で了承された。
主な指摘事項
◦ ２０２４ 年以降少しずつ ２０００ 万円を返す様

になっているが、その根拠について丁寧
に説明する事。

◦ ２４年度は予算に対して収支相償が可能か
どうかの追記。

◦ もっと支出を減らさなくてはいけない。
◦ 不信感を少しでも払拭する様に現状の改

善事項を説明する事。
　関連して、基金の実施につき、岳連から
の協力の得方やＪＭＳＣＡへの不信感への
対応、理事の責任について以下の意見交換
がされた。
◦ 信を問う為に会長・副会長が辞任すると

の表明も、ＪＭＳＣＡが変わっていくと
の説明になる。

◦ 会長・副会長辞任か、理事全員が総辞職
か、覚悟を持って言わないと通じない。

◦ 自分の県は４７ 都道府県で負担して乗り切
ろうと考えている。必ず返すという姿勢
を見せる必要がある。今は、解任につい
て協議する時期ではない。

◦ 解任ではなく辞任としたい理由は、今年
はオリンピックの年でもあり、スキャン
ダルになる可能性が高い。選手への影響
を心配する。会長・副会長が同時に辞任
がよい。

議長

令和５年度 第15回
ハイブリッド開催定時理事会報告
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理事から、地方の偏りがないようにという
意見がでて、それも加えた。いろいろなご
意見をいただき、理事選考過程が不透明等
の指摘は理解する。ＪＭＳＣＡの歴史、加
盟団体との関係性を踏まえて、規程の改定
をすることが必要と感じる。
質問　理事一人が何人でも推薦できるので
はないか、一方、正会員は一人しか推薦で
きない。推薦された個人情報は機密情報だ
が、選考の過程は機密となっていないなら
オープンにすべきではないか。
回答　諮問委員会のようなものを設置し、
ＪＭＳＣＡの特性にあいガバナンスコード
に則した役員選考規程に改定できればと思
う。
回答：以前、ブロック代表理事という文面
は入っていたが、途中からこの部分がなく
なった。会長を最初に決めるという部分は
残り、それに合わせて理事を決めるという
部分も残っていた。その後、会長が理事を
きめるというのはやめて平等になった。役
員選考委員は５人～９人とあるが、委員の
推薦方法は考える余地があるかもしれな
い。理事候補は役員選考委員になれないた
め、偏りが出てしまったかもしれない。こ
れらの反省や意見を諮問委員会で聞き、改
定していく必要があると思う。
回答　従前の役員選考規定では、選考委員
が会長を決め、その後、役員を決めること
になっていたが、まず、理事に推薦された
候補者の中から、理事を選び、その後、会長
を選ぶということに変更になった。少人数
の役員選考委員会で選ぶこと自体が、要検
討事項と思う。よく知っている人が入ると
良いとのことだが、理事候補者が、選考委
員になってしまうと、自分で自分を選ぶよ
うなこともあるので、理事候補者が、役員
選考委員会に入るのは適切ではないと考え
ている。
意見　選考の過程がわからないとのことだ
が、Ｍ氏が理事候補者に残った過程は疑問
が残る。選考過程を知りたい。
福井県山岳連盟からの質問について
　議長が配布済の資料を基に説明した。
　兵庫県山岳連盟からの質問に対しての質
疑応答（ＪＭＳＣＡ赤字問題についての質
問） （　）は配布済書類の質問番号
質問（１）　丸会長自身が、自分の責任につ
いて、考えを示していただきたい。
回答　元旦での挨拶、臨時総会、顧問参与
会で申しあげたとおり、会長の任命責任、
監督責任を含め、反省し責任があると感じ
ている。ＪＭＳＣＡを改善していく、立て直
していきたい。
質問（２）　丸会長に賛同、追随した理事は
丸会長と同様に責任を負うべきではない
か。
回答　検証委員会の報告に則り、監事２名
と顧問弁護士で、法的責任追及調査をおこ
なっている。役員損害賠償保険にはいって
いるので、保険会社に請求して、対象とな
るかどうか調査中。法律と訴訟条件をそろ
えて、はじめて明確になる。２月から３月に
は結論を出す予定。具体的な法的責任につ
いては、時間をいただきたい。
質問（１）　不適切契約、支出の経緯を明確
にしてほしい。たとえば、身内に対して業
務委託１，０００ 万円を支出している、見積り

改善しているのかを明示してほしい。
回答　プロジェクトやタスク進行管理を
しっかり行い、常務理事会、理事会で共有
し、確実に実行に移せるように監視してい
く。また、状況の広報方法も、どういう方法
がよいか検討していきたい。
質問　募集は１回限りか、締め切りの延長
について検討できないか。
回答　第２期は６月ごろに設定できないか
と考えている。
質問　第２期の募集の時期と、赤字問題に
ついての責任を明確にする日程等と、総会
での説明時期など、日程を明確にしてほし
い。基金への協力をするには、タイミング
が難しい。
質問　毎年２，０００ 万円の収益を作り出すと
いうのは、簡単ではない。どういう活動を
することで、捻出していくのか、戦略を含
め明示してほしい。
回答　スポーツクライミングは予算内で収
まるように管理すること、登山部は、支出
予算減による財源捻出（共済会費からの移
動）と、参加料、登録料金の値上げ等が方策
としてある。共済会費は、増やす施策が必
要である。
質問　登山部、ＳＣ部で、努力の結果、具体
的にどういう数値になるのかを出してほし
い。
（４）令和５年度の決算見込みについて
　望月常務理事が、画面に表示した内容を
基に説明した。１月末までの月ごと支出実
績を説明した。大きい出費は、ＳＣ部の競
技、強化委員会等。２－３月は大きい支出
が発生するので、予断を許せない。
　ＳＣ競技委員会については、当初予算

（１億４，５００ 万円）　が例年の支出実績レ
ベルで八王子ＷＣ分が少なく計上され、更
に前期にすでに予算の８割を使ってしまっ
た。見直した結果１億９，０００ 万円が必要と
判明、その後は支出について管理ができて
いる。今期は、八王子のＷＣという特殊要
因があったが、来期以降は、その部分は減
らせる。来期支出予算を、３億５，０００ 万円
→２億７，０００ 万円になるように努力してい
る。
意見　どのように減らしていくのか具体的
数値を出してほしい。
質問　ガントチャートのサンプルを参考に
していただき、管理してほしい。
回答　今期から来期にむけて、プロジェク
ト管理をしっかり行い、進捗状況を見せら
れように、検討していきたい。できる範囲
で、ご協力いただけるとありがたい。
（５）質問事項とその回答、質疑応答につい
て
　大阪府山岳連盟からの質問とその回答に
ついて、議長が、配布資料を基に説明した。
その後以下の質疑応答があった。
役員選考過程及び、規程について
質問　役員の選考について、どんな議論
がされたのか。役員選考過程がオープンに
なっておらず、今の時代にあっていない。
選考方法自体を見直さないと、現在の混迷
した状態は変わらないのではないか。
回答　役員選考規程は、令和４年に、ガバ
ナンスコードを遵守できるように変更し
た。ガバナンス委員会として草案を、２回
にわたって理事会に提示、審議した。ある

会長が議長になる。
ホストは小野寺専務理事が務める。
議事録署名人は、会長及び監事。
２．報　告
（１）令和４年度赤字検証報告について
　古屋監事が、配布資料を基に説明した。
　個人の問題もあるが、それを許してし
まった理事会の問題がある。任務懈怠、構
造的問題がある。担当する委員の人間の資
質、能力を見極める必要がある。
質問　２０１９ 年に発生した問題が再発した経
緯はどうだったのか。２０１９ 年の失敗があっ
た後に、規則を作った。２０２０ 年は、数値的
にはよくなり、気が緩んでしまったのでは
ないか。２０２１ 年に赤字が発生、その赤字の
検証がないままに進んできてしまった。予
算を見ずに、使用してしまったということ
があるのではないか。組織的に、Ｍ氏の暴
走を止められなかったということではない
か。
回答　気が緩んだと言えば、結果からみれ
ばそうなるが、従来の流れで進んでしまっ
た。止めようとしたが、止めきれず責任を
感じている。
（２）赤字問題への対応状況について
　望月常務理事が配布済資料を基に説明し
た。
・ 予算執行管理では、１００ 万円以上の事業を

執行する際に、執行伺いの制度を取り入
れるとともに、財務委員会でキャッシュ
フロー、将来数か月先の支出見込、収支等
を確認、監視している。

・ 補正予算策定で、すべての事業を見直し
たところ、財源計画と競技委員会等の予
算が実情にあっていないことが判明。競
技大会は、協賛会社と契約している８大
会のうち、当初予算の８割を最初の４大
会で支出していることがわかり、その後
の事業中止も検討したが、違約金がある
ため様々な検討と議論を続け１１月に補正
予算が成立した。

　今年度は、八王子ＷＣの影響により、年
度末に債務超過となる見込み。正味財産は、
過去２年で１億１，０００ 万円→２，５００ 万円と
減った。令和６年３月末では正味財産がマ
イナス２，０００ 万円で、借入金は１６，０００ 万円
に上る見込み。
　５，０００ 万円の基金があれば、正味財産は
３，０００ 万円が見込める。来期以降は、収益
が４億４，０００ 万円、支出を４億２，０００ 万円
におさえることで、毎年　２，０００ 万円、８
年後をめどに返還できるようにしたい。
　関係者の責任問題については、顧問弁護
士と監事による追及調査をおこなってお
り、２－３月に結果が出る予定。
（３）基金の概要と募集について
　望月常務理事が、配布資料を基に説明し
た。基金は、寄附と借入の中間のような性
質があり、利子なしでの返還は保証されて
いるがＪＭＳＣＡの財務状況の改善が条件
で、会計基準上は純資産ないし正味財産と
して扱う。１月に募集事項が決定し、申込
から拠出までの流れ、管理方法等の説明を
した。
質問　基金は短期的な対応で、協会として
行うべき改善活動をどう実行し、根付かせ
ていくのか。小タスクに分解して、ガント
チャートのような管理手法を使って、どう
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質問　ガバナンス委員会として、規模の大
きい契約や取引については、審査の上程が
なくても、担当委員会に働きかけるなどの
積極性が必要ではないか。
回答　契約審査会では、５００ 万円を超える
契約の場合には、審査対象となっている。
こういう事業やものがあるはずだから、提
出しなさいというような内部監査が行うよ
うなことまでガバナンス委員会では対応で
きない。契約審査会でカバーできないなら
ば、執行伺いやほかの規程等で補完する仕
組は必要である。運用にあわせた規程も必
要で、ご意見をいただければ幸いです。
（６）その他
　廣川正会員が、会長が辞任を考えていな
いようなので、定時総会前に、臨時総会を
開催することを提案できるように進めたい
とのべた。
　また、亀山前副会長が、以下の意見を述
べた。基金は、ＪＭＳＣＡにとって都合が
よい方法。こういう基金に資金を提供して
いただき生き延びるかどうか。加盟団体の
意見を聞くと、難しいと感じている。前々
期に加盟団体推進プロジェクトチーム（以
下ＰＴと呼ぶ）を組織化した。ＰＴとの連携
を深め、ＪＭＳＣＡの収益事業として、４０
数％の収益事業の枠を使い、資金を潤沢に
作り出し、将来のための人材の確保や組織
基盤の強化をはかっていってはどうか。
　その後、各地方岳連・協会から課題及び
工夫している点についての報告が、順に行
われた。

以上
令和６年２月１０日 記録　赤尾　浩一

ら、３０日以内に開く必要があるという権利
があることを確認、伝達した。
　小野寺専務理事が、配布済資料（回答案）
を基に説明した。諮問委員会を作って議論、
提案ということになるので、時間がかかる
見込み。議長については、理事、正会員がな
ることは可能。組織体制を将来のために整
備することには大賛成。
北海道山岳連盟の質問について
質問　今までの意見交換で状況はわかって
きた。基金については、機関決定を経る必
要がある。ＳＣ事業の見直しをしっかり行
わなければならない。わかりやすく説明し
てほしい。
回答　競技、強化については、過去の延長
で進めてしまった部分があり、事業の見直
しはここだけではできない部分があるが意
見として承っていきたい。
質問　自然保護指導員制度改定案につい
て、ハードルが高くなり登録者数減となる
ことを危惧している。
回答　情報共有等も進んできて、対象研修
等の幅も広げることで、指導員の活動の場
を広げていきたい。また、研修等の義務付
けを行なう改定を検討している。
意見　大阪では７名が指導員資格をとった
暁には、自然保護指導員になるようにと、
指導している。自然保護指導員は増えるの
ではないか。
東京都山岳連盟からの提案について
　配布済資料を基に、廣川正会員が説明、
提案した。その後、以下の質疑応答が行わ
れた。
質問　再建計画等は、各委員会に任せて
いるとのことだが、ＪＭＳＣＡの今後やビ
ジョンは、会長、副会長、専務理事で協議し
ないのか。今後の展望について、正会員と
の活発な議論が必要ではないか。
回答　専務理事、事務局長、ＳＣ部長、登山
部長とは、個別協議しているが、全体とし
ての方向性の話はできていない。
質問　事務局の業務効率の向上も必要では
ないか。
回答　経験者、特に会計、財務管理をでき
る人を雇用予定。
質問　ＪＯＣ／ＪＳＣの助成金申請の対応
は大丈夫か。
回答　１月は何とか対応したがこれから半
年の間に、事務局内の体制を立て直したい。
質問　都岳連のパートタイマー人員を、共
有するような方法もあるのではないか。
回答　ぜひ検討していきたい。
　その後、蛭田副会長が、ＪＭＳＣＡフレ
ンドの促進策について説明した。
　登録方法及び、登録促進策として手ぬぐ
い（８，５００ 本）を利用して登録、デジタル会
員証の表示、自然保護指導員資格証の表示
等を計画していることを伝えた。
　ＪＭＳＣＡフレンドについては、個別に
意見交換会等の打ち合わせをさせてほしい
との希望も出された。
規程変更及びガバナンスについて
　以下の点で、改善が必要ではないかとい
う意見が出た。
＊役員選考委員会規程
＊規程類
＊理事定数
＊違反者の確定、処分

を取らずクライミング競技を執行してい
る、特定業者に偏っていると聞いている、
回答　業者との来期契約の内容は来ている
が、一部不適切な部分があり、変更してい
る。
質問（５）　丸会長のビジネスクラス使用に
ついて経緯をききたい。
回答　会長は、八王子ＷＣのマスターア
グリーメントについてＩＦＳＣとの交渉が
必要だった。また、大きな疾病の可能性が
あった。その後、専務理事は、会長帰国後、
ビジネスクラスを使用したが、何とかなら
ないかと相談をうけたが、不可と伝えた。
ビジネスクラス使用は１－２回あったと記
憶している。
質問（５）　予算を意識せず執行したのでは
ないか。今年、２月末にＩＦＳＣへの出張に
行こうとしているが、期末の難しい時期に、
行く必要があるのか。
回答　２月ではなく、３月を予定している。
ＩＦＳＣで出していただける分は使うが、
それ以外は、自己負担で出張予定。
意見　丸会長は、必要と思われる出張につ
いて行かれていると認識している。
質問（６）　基金、借入金に対する返済計画
をお聞かせください。
回答　支出を減らして、効果的に事業を行
い、収入を増やしながら対応する。抜本的
に見直し、再建計画を策定していきたい。
厳しい道のりと認識している。
質問（７）　ＳＣ担当理事に聞きたいが、今
後余剰金を出し、お金を残す自信はあるか。
違約金の取り扱いは、今後どうするのか。
回答　７月以降ＳＣ部長を引継後、執行伺
いの手続き通じ、予算支出以下で、事業を
遂行している。今後行うＢＪＣ，ＬＪＣ等に
ついても、複数の目を通して、予算内容と、
その妥当性の確認をしている。今年は、５
月にＪＯＣ／ＪＳＣの助成金が決まる、８
月に、オリンピックがある。予算を都度見
直し、身の丈に合った事業となるように監
視し、黒字につなげていきたい。２０２５ 年か
ら博報堂ＤＹとの契約が再スタートする予
定なので、既存契約を見直し、スポンサー
との三者契約の方法も考慮する。大会をや
めると違約金が発生するというのは、ＪＭ
ＳＣＡと、博報堂ＤＹとの契約ではやむを
えない状況である。業者との契約の見直し
も行っていきたい。
質問（８）　理事会の進行や議決が不透明
で、４８ 団体が蚊帳の外となっている。月報
で理事会の報告がされているが、会議の内
容を直接オブザーバーとして見えるように
公開してほしい。
回答　事実がゆがめられていると痛感し
た。役員選考の問題についても、事実が伝
わっておらず、だれがどういう経緯で推挙
されたというのは、終わった後、結果だけ、
後ほど知ったというのが事実。改めて、事
実を伝えることが、重要と認識した。月報
についても何か方法を考えていきたい。
和歌山県山岳連盟からの質問について
　議長が、配布済資料を基に説明した。そ
の後、白子理事長が配布資料を基に、組織
編成のための、定款変更案審議のための臨
時総会を行うことについて補足説明をし
た。
　臨時総会は、１/５（１５ 人）の賛同を得た
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編集後記表紙のことば表紙のことば

　雲取山は東京都の西端に位置し、その山頂
は東京都、埼玉県、山梨県の都県境にある。
標高は２０１７m。深田久弥氏による日本百名山
の一つに数えられる名峰である。東側に延び
る石尾根の先には、遠く東京の街並みを望む
ことができる。近年は日帰りで訪れる登山者
も多いようだが、予定を空けて是非一泊して
ほしい。雲取山荘から見える夜景、日の出、
引き締まった朝の空気。それらは泊まらなけ
れば体験できない。せっかく長い時間を掛け
て登るのだ。すぐに帰ってはもったいない。
公益社団法人 東京都山岳連盟 理事　松本圭司

　群馬県のみなかみ町で、山岳指導員（コー
チ）の養成講習会が開催されました。スポー
ツ競技にはコーチがいる様に、山岳やス
ポーツクライミングにも日本スポーツ協会

（JSPO）と日本山岳・スポーツクライミング
協会（JMSCA）で認定するコーチの資格が
あります。安全な指導をできるリーダーを
育成する事を目的としています。同じ事を
学ぶなら、コーチの資格を持つ人から教わ
る事も一つの選択肢になるのではと思いま
す。余談ですが、JMSCA の遭難対策委員会
が主催するレスキュー講習会の講師はコー
チの資格保持者です。
 （松本光顕）

かすみちゃんのハイキング日記」
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